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１．研究課題 

（和文）経営理論と実践間のフィードバック・サイクル構築に向けた国際比較研究 

（英文）International comparative study on building a feedback cycle between management 

theory and practice 
 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

本研究の目的は、経営理論が異なるビジネス・コンテクストにおいてどのように受け入れられ、

経営実践の現場において適用、発展され、具体的な管理手法を生み出してきたか、日本だけで

なく、海外との比較を通じて、調査研究することにある。  

 

当初から、研究を前進させるために、経営学の創生期において経営理論と経営実践がどのよう

なダイナミックな関係にあったか、本研究のプロトタイプになる理論的な研究としてまとめる

ことを計画していた。 

 

（2013年度） 

具体的には、テーラーによって提唱された科学的管理が日本において理論的、実践的にどのよ

うに紹介、受容され、その後、発展されたか、基本的な文献のサーベイを踏まえて、理論的、

歴史的に研究した。また、経営理論と実践において、どのようなプレイヤーがいかなる関係を

構築することによって発展していくか、を考察してきた。その研究成果は、Isomura(2013a)お

よび Isomura (2014a)として発表した。 

 

（2014年度） 

また、ファヨール、バーナードのような実務家が自らの経験を踏まえて、どのように組織理論、

管理理論を構築し、その成果が実務に反映していったのか、研究を進めた。バーナードについ

ては、経験、哲学からどのように理論を作り出す方法を構築したのか、その方法論をモデル化

し、ワーキングペーパーとしてすでにまとめている。来年度、CGSA フォーラムに投稿を予定

している。 
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（英文） 

The purpose of this study is to explore how management theory has been created from 

different business contexts of management practice. To build a prototype study, I reviewed 

how scientific management was theoretically and practically introduced and developed in 

Japan. Moreover, I examined the case of Barnard from the viewpoint of how he created his 

theory of organization and management from his experience and philosophy. 
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